








1.はじめに 

G6PD 異常症は最も頻度の高い赤血球酵素異常症であり,世界で 1 億人以上存在すると考え

られている。大半の G6PD 異常症は無症状であるが,重症例では慢性溶血ないしは感染後や,

解熱剤,サルファ剤,マラリア治療薬服用後に急性溶血発作を起こす危険性があり,G6PD 異

常症の診断は重要となる。 

本年度はわれわれが開発したホルマザンリング法を用いての東京地区日本人男性の G6PD

異常症の頻度を報告する。さらにすでに行われている新生児のマス・スクリーニングの 1

つとして G6PD 異常症をとりあげるにあたり,少量のPKU 炉紙からの診断の可能性を検討し

た。 


